
＜記入上の注意＞ ※可能な限り 1 ページ/年度にまとめてください。 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 7 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

プロダクトデザインコース 

職階 氏名 

教授 藪 厚生 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ・担当科目 

ロボット工学（４D）、ロボット工学（５H）、プロダクトデザイン実験、電子機械

工学実験Ⅱ、卒業研究、工学特別研究、工学特別ゼミナールⅡ 

 

・担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

４年 D コースのプロダクトデザイン実験は、新コースの新しいカリキュラムの

ため実習書などを新規に作成した．内容的には PLC や空気圧ロボットの制

御であるが、DX に対応できるように PLC とパソコンとの LAN 接続による

遠隔操作の内容も含めた．プログラムが苦手な学生も多いのでパソコン側

のプログラム開発は比較的初心者にも分かりやすいとされる python を用

いた． 

 

 

 

 

研  究 ・学術講演会での発表 

花月保卓、藪 厚生、金田忠裕、運搬順序を考慮したアームロボットの製作、

日本高専学会第 29 回年会講演会ポスター発表、PM-7、2025/９ 

 

 

 

 

社会貢献 公開講座・出前授業の取組状況 

担当無し 

 

 

 

 

 

 

  



＜記入上の注意＞ ※可能な限り 1 ページ/年度にまとめてください。 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 6 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

プロダクトデザインコース 

職階 氏名 

教授 藪 厚生 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ・担当科目 

制御工学、ロボット工学、生産機械実習、電子機械工学実験Ⅱ、基礎研究、

卒業研究、工学システム設計演習Ⅰ、工学基礎研究、工学特別研究、工学

特別ゼミナールⅡ 

 

・担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

3 年 D コースの生産機械実習は、新コースの新しいカリキュラムのため実習

書などを新規に作成した．内容的には PLC やマイコンであるが、プログラム

を苦手とする学生も少なからずいる中で大きな問題もなく実習を実践でき

た．特にマイコンでは DX に対応できるように LAN 接続による遠隔操作の

内容も含めた． 

 

 

研  究 ・学術講演会での発表 

北村 悠人、藪 厚生、金田 忠裕、強化学習を用いた屋内移動ロボットの巡

回手法の提案、第４２回日本ロボット学会学術講演会、3C1-02、2024/９ 

 

・科研費申請 

「IoT や AI との連携を重視したロボット教育カリキュラムの開発」 

（共同研究者，不採択） 

 

 

 

社会貢献 公開講座・出前授業の取組状況 

担当無し 

 

 

 

 

 

 

  



＜記入上の注意＞ ※可能な限り 1 ページ/年度にまとめてください。 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 5 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

プロダクトデザインコース 

職階 氏名 

教授 藪 厚生 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ・担当科目 

工業力学、制御工学、ロボット工学、電気機械工作実習、電子機械工学実験

Ⅱ、基礎研究、卒業研究、工学システム設計演習Ⅰ、工学基礎研究、工学特

別研究、工学特別ゼミナールⅡ 

 

・担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

工学システム設計演習Ⅰでは CAD 室システム更新に伴い、従来とは異な

る CAD に変更になったため、CAD 取扱いのためのチュートリアルを新たに

作成した．これは専攻科の共通授業のため電子電気系、化学系の学生で３

DCAD をはじめて使用する学生も含まれるため、初心者でもわかるように

工夫している． 

 

 

 

 

研  究 ・学術講演会での発表 

奥村拓未、金田忠裕、藪厚生、安藤太一、前田一成、小型球体移動ロボット

の製作、日本高専学会第 29 回年会講演会ポスター発表、PM-5、2023 

／８   

 

河本悠斗、金田忠裕、藪厚生、安藤太一、筋電を用いた脚部負担の判断と

歩行補助車の電動アシスト機能への応用、日本高専学会第 29 回年会講

演会ポスター発表、PE-1、2023 ／８ 

 

・科研費申請 

IoT から DX へとつなげるための教材用ロボットと実習カリキュラムの開発

（不採択） 

 

 

社会貢献 ・公開講座・出前授業の取組状況 

担当無し 

 

 

 

 

 


